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さ
ぁ
、春
爛
漫
。
外
は
光
が
あ
ふ
れ
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
ま
す
。
家
族
と
、
ま
た
は
、

友
達
と
、
み
ん
な
で
お
弁
当
を
持
っ
て
お
花
見
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
の
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

深
川
川
河
川
公
園

　

深
川
川
の
河
川
公
園
の
堤
防
に
は

200
本
を
超
え
る
桜
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
満
開
に
な
る
と
両
岸
の
堤
防

が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
圧
巻
で
す
。

大
寧
寺

　

長
門
市
内
で
最
も
定
番
の
桜
の
名

所
と
い
え
ば
大
寧
寺
で
す
。
駐
車
場

か
ら
鳥
居
を
く
ぐ
り
豊
川
稲
荷
ま
で

満
開
の
桜
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

み
す
ゞ
公
園

　

み
す
ゞ
公
園
の
桜
は
隠
れ
た
名

所
。
急
な
坂
道
を
登
る
と
眼
下
に
仙

崎
湾
が
見
渡
せ
ま
す
。
桜
の
ピ
ン
ク

色
と
紺
碧
の
海
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

す
て
き
で
す
。

王
子
山
公
園

　

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
が
愛
し
た
王
子

山
か
ら
の
仙
崎
の
眺
望
。
こ
の
王
子

山
も
桜
の
名
所
で
す
。
登
山
道
に
も

頂
上
の
広
場
に
も
桜
が
た
く
さ
ん
植

え
ら
れ
て
い
て
、
絶
好
の
お
花
見
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

熊
野
山
公
園
と
そ
の
周
辺

　

俵
山
の
桜
は
市
内
の
他
の
地
域
に

比
べ
て
少
し
遅
め
に
開
花
し
ま
す
。

熊
野
山
公
園
に
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

や
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
な
ど
50
本
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

香
月
泰
男
美
術
館
周
辺

　

香
月
泰
男
美
術
館
か
ら
ハ
ー
ブ
園

へ
至
る
小
道
に
沿
っ
て
桜
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
三
隅
総
合
運
動
公
園

に
も
た
く
さ
ん
の
桜
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

隅
田
川
河
川
敷

　

油
谷
地
区
の
隅
田
川
の
河
川
敷
に

は
た
く
さ
ん
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
い

て
桜
の
名
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
青
海
島
さ
く
ら
の
里
な

ど
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
ス
ポ
ッ
ト

が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
、
訪
ね

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

①深川川河川公園　②み
すゞ公園　③王子山公園　
④御所原大神宮周辺

⑤大寧寺　⑥湯本温泉　
⑦俵山地区　⑧香月泰男
美術館　⑨日置総合運動
公園　⑩ふれあい広場　
⑪妙見山展望公園　⑫隅
田川河川敷

市
内　
　
　
　
　

ス
ポ
ッ
ト
ご
紹
介
！

お
花
見



　

自
然
と
人
が
や
す
ら
ぐ
安
全
な
ま
ち

■
循
環
型
社
会
の
形
成

　

本
年
4
月
か
ら
レ
ジ
袋
等
の
容
器
包
装

廃
棄
物
の
削
減
に
向
け
て
、
事
業
者
や
消

費
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
す
。
老
朽
化
が
進
む
ご
み
処
理
施
設

は
、
新
施
設
の
建
設
に
向
け
て
着
実
な
事

業
展
開
を
図
り
ま
す
。

■
一
体
的
な
景
観
の
形
成

　

海
岸
清
掃
は
、
多
く
の
市
民
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
も
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
海
外
か
ら
の
漂
着
ゴ
ミ
は
、
後
を
絶

た
な
い
た
め
、
隣
接
す
る
下
関
市
と
共
に

実
態
調
査
を
継
続
し
、
国
・
県
へ
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
ク
リ
ー
ン
ウ

オ
ー
ク
in
な
が
と
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

■
住
環
境
の
整
備

　

住
宅
政
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度

に
策
定
し
た
「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
改
善
事

業
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

住
宅
・
建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業
も
継
続

し
て
進
め
る
ほ
か
、
空
き
家
等
を
活
用
す

る
な
ど
定
住
促
進
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

  

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
湯
本
地
区
の

老
朽
化
し
た
現
配
水
池
を
3
ヵ
年
計
画
で

改
築
す
る
「
湯
本
新
配
水
池
築
造
工
事
」

に
着
手
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
油
谷
中
央

区
以
外
の
油
谷
地
区
の
下
水
道
整
備
に
つ

い
て
「
油
谷
地
区
汚
水
処
理
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

■
防
災
・
防
犯
対
策
の
強
化

　

防
災
体
制
に
お
い
て
、
隣
接
下
関
市
と

は
、「
災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
き
連
携
を
さ
ら
に
強
め
て
い

く
と
と
も
に
、
隣
接
す
る
他
市
と
の
災
害

応
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

ま
す
。

　

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
心
肺
蘇

生
法
や
自
動
体
外
式
除
細
動
器
に
よ
る
救

命
講
習
の
推
進
、
救
急
救
命
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
体
制
の
充
実
、
郵
便
会
社
と
の
応
急
救

護
体
制
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■
都
市
機
能
の
強
化

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
の
第
6
次
10
ヵ
年
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
お
い

て
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
よ
る
美
し
い
映

像
と
と
も
に
、
身
近
な
地
域
情
報
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

■
総
合
交
通
対
策
の
推
進

　
「
山
陰
自
動
車
道
」
に
つ
い
て
は
、「
長

門
市
・
下
関
市
間
の
高
規
格
道
路
」
の
早

期
実
現
を
強
力
に
推
し
進
め
ま
す
。

　

生
活
バ
ス
路
線
の
見
直
し
と
市
民
の
交

通
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、「
バ
ス
路

線
検
討
委
員
会
」
の
提
言
を
踏
ま
え
、
バ

ス
の
不
採
算
路
線
の
見
直
し
と
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
運
行
を
行
い
な
が
ら
、
地
区
住
民

の
利
便
性
等
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

6
次
産
業
が
栄
え
る
ま
ち

■
農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
業
で
は
、
営
農
法
人
の
さ
ら
な
る
組

織
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
集
落
営
農

に
よ
る
所
得
の
向
上
や
耕
畜
連
携
に
よ
る

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
低
コ
ス
ト

持
続
型
農
業
の
展
開
な
ど
、
経
営
体
質
強

化
を
進
め
ま
す
。

　
「
長
門
ゆ
ず
き
ち
」
や
「
な
が
と
和
牛
」

な
ど
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

も
、
知
名
度
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
す
。
有
害
獣
被
害
防
止
対
策
事

業
の
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

下
関
市
・
美
祢
市
と
の
共
同
捕
獲
や
有
害

獣
の
肉
有
効
活
用
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
県
漁
協
長
門
統

括
支
店
に
お
い
て
高
度
衛
生
管
理
型
仙
崎

新
市
場
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
早

期
実
現
に
向
け
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
、
魚
介
類
の
直
販
施

設
に
つ
い
て
も
、
観
光
交
流
の
拠
点
施
設

と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、「
海
の

駅
」
構
想
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
7
魚
種
、
水
産
加
工
品
5

品
を
選
定
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
の
地
域
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

と
り
わ
け
「
仙
崎
イ
カ
」
は
、
消
費
拡
大

の
た
め
「
活
イ
カ
水
槽
」
の
設
置
普
及
に

努
め
る
と
と
も
に
、「
や
ま
ぐ
ち
イ
カ
街

道
」
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
他
の
魚
種

に
先
駆
け
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
種
苗
放
流
事
業
や
藻
場
再

生
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

■
体
験
・
滞
在
・
反
復
型
の
観
光
地
づ
く

り
の
推
進

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
下
関
市
・
美

祢
市
と
の
3
市
に
よ
る
広
域
観
光
協
定
を

締
結
し
た
こ
と
か
ら
広
域
観
光
を
更
に
充

実
す
る
と
と
も
に
、
青
海
島
や
千
畳
敷
な

ど
の
自
然
景
観
や
長
門
温
泉
郷
五
名
湯
、

文
化
・
芸
術
施
設
の
活
用
を
図
り
滞
在
型

観
光
の
定
着
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
湯
本
温
泉
源
泉
配
湯
施
設
整
備

事
業
が
平
成
20
年
度
に
完
成
し
た
こ
と
か

ら
、
個
性
を
活
か
し
た
新
し
い
湯
本
温
泉

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
実
績
を
活
か
し
な
が
ら
対
象
者
の
拡
充

や
受
け
入
れ
地
域
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
「
焼
き
鳥
日
本
一
の
ま
ち
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、「
や
き
と
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

を
本
市
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

生
き
が
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

■
ま
ち
ぐ
る
み
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
お
い
て
は
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
長
門

市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
食
育
に

関
す
る
取
り
組
み
を
具
体
化
し
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
備
え
た
行

動
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
健
康
危
機
管

理
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
更
な
る
充
実
を
図

り
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
地
域
で

見
守
り
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
家
族
会

等
の
組
織
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉
の
充
実

　

障
害
者
福
祉
に
お
い
て
は
、
障
害
者
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努

め
、
地
域
生
活
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て

利
用
者
の
状
況
に
応
じ
柔
軟
か
つ
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
児
童
福
祉
の
充
実

　

児
童
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
乳
幼

児
医
療
費
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費

施
政
方
針
に
見
る
平
成
21
年
度
予
算
の
概
要

2
月
25
日
か
ら
3
月
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
3
月
定
例
市
議
会
で
、
松
林
市
長
が
平
成
21
年
度
施
政

方
針
を
表
明
し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
や
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
平
成
21
年
度
予
算
の
主
要
な
施
策
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲グリーンツーリズムでの「ゆずきち」の収穫作業

▲千畳敷での汗汗フェスタ
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▲施政方針を述べる松林市長



の
助
成
の
ほ
か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や

子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
病
児
保
育
事
業

の
運
営
な
ど
、
子
育
て
と
就
労
の
両
立
の

支
援
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
相
談
業
務
を
充
実
し
、
家
庭

に
お
け
る
育
児
放
棄
や
児
童
虐
待
を
未
然

に
防
止
し
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
ま

す
。

■
地
域
福
祉
の
充
実

　

地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
地
域

福
祉
を
担
う
人
材
育
成
や
推
進
組
織
の
設

立
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、社
会
保
障
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
円
滑
な
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、「
特
定
健
診
」
や
「
特

定
保
健
指
導
」
の
実
施
を
通
じ
て
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
の
徹
底
に
努
め

る
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く

り
へ
の
自
覚
と
実
践
を
促
し
国
民
健
康
保

険
事
業
の
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

個
性
豊
か
に
人
が
輝
く
ま
ち

■
学
校
教
育
・
就
学
前
教
育
の
充
実

　

就
学
前
教
育
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
や

幼
稚
園
と
小
学
校
の
協
力
体
制
の
構
築
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
学
校
教
育
に
つ
い
て

は
、「
学
力
の
定
着
・
向
上
」
と
「
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
」
の
推
進
の
た
め
「
研
究

指
定
校
制
度
」
を
設
け
、
新
学
習
指
導
要

領
へ
向
け
た
課
題
や
地
域
連
携
な
ど
の
実

践
研
究
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

充
実
を
図
る
ほ
か
、「
小
・
中
一
貫
教
育

構
想
」に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
感
性
や
温
か
い
ま
な

ざ
し
を
教
育
基
盤
と
し
て
、
学
力
・
健
康
・

体
力
・
心
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も

の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
学
校
給
食

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に
着
手

し
、
平
成
22
年
9
月
の
供
用
開
始
を
目
指

し
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備
推
進

　

深
川
小
学
校
改
築
事
業
に
引
き
続
き
取

り
組
む
と
と
も
に
、「
耐
震
化
推
進
計
画
」

に
基
づ
い
た
学
校
施
設
の
耐
震
化
推
進
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
学
校
運
営
の
効
率
化

　

大
畑
及
び
伊
上
小
学
校
、
ま
た
向
津
具

中
学
校
の
統
合
に
向
け
た
交
流
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
統
合
予
定

校
に
つ
い
て
も
、
地
域
及
び
保
護
者
の
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
各
地
区
公
民

館
は
、
市
民
参
画
の
自
主
運
営
組
織
に
よ

る
利
用
者
側
の
視
点
に
沿
っ
た
運
営
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
推
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
国
民
体
育
大
会
に
向
け

て
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
市
民
の
英
知

と
情
熱
を
結
集
し
な
が
ら
、
受
け
入
れ
体

制
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
個
性
が
輝
く
文
化
の
創
造

　

国
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
認
定
さ

れ
る
こ
と
が
内
定
し
た
「
滝
坂
神
楽
舞
」

を
は
じ
め
、
貴
重
な
有
形
・
無
形
文
化
財

や
史
跡
の
保
存
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
迎
え
る
香
月
泰
男
画
伯

生
誕
100
年
記
念
事
業
へ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

み
ん
な
で
創
り
、
自
分
発
信
す
る
ま
ち

■
自
分
発
信
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
創
る
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、
住
民
自
治
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
自
主
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
対
策
と
し
て
、

男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
実

感
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

確
立

　

市
民
参
加
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、「
市
民
活
動
推
進
室
」
を
拠
点
と

し
て
花
壇
整
備
な
ど
、
市
民
と
共
に
築
く

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
域
文
化
の
創
造
や
人
権
・
市

民
相
談
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
相
談
業
務

な
ど
に
総
合
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

情
報
の
共
有
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど

を
活
用
し
積
極
的
な
情
報
公
開
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、「
こ
ん
に
ち
は
市
長
室
」や「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
な
ど
を
通
じ
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
幅
広

く
取
り
入
れ
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
新
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
や
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
の
活
用
・
充
実
、
資
質
向
上
に

向
け
た
職
員
研
修
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

４
月
か
ら
建
築
確
認
に
関
す
る
事
務
を

行
う
と
と
も
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
事
務

な
ど
の
権
限
移
譲
に
取
り
組
み
ま
す
。
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▲滝坂神楽舞

安心をしっかりサポートする予算に

　近年、市税の減少や高い水準の公債費など、市財政
を取り巻く環境は年々厳しくなっています。そのため、
平成21年度の予算編成にあたっては、財政健全化を
着実に進めることを考慮し、「将来を見据えた財政基
盤の確立」を軌道に乗せる予算編成に取り組みました。
　なお、市長と市議会議員の改選を控えていることか
ら、政策的経費を極力抑え、義務的経費を中心とし
た「骨格予算」ですが、一次産業や子育て支援など市
民生活に密着した事業に配慮した「安心をしっかりサ
ポートする予算」として編成しています。
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投
票
は
決
め
ら
れ
た
投
票
所
で
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た

「
入
場
券
」
で
投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
21
年
３
月
27
日
ま
で
に
市
内
転

居
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、
新
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

３
月
28
日
以
後
に
届
け
出
を
し
た
人

は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票
と

な
り
ま
す
。

投
票
の
場
所
は

　

任
期
満
了
に
伴
う「
長
門
市
長
選
挙
」お
よ
び「
長
門
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
」が
、
4
月
5
日
（日）
に
告
示
さ
れ
、
4
月
12
日
（日）
に
投
票
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
選
挙

で
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
貴
重
な
一
票
に
は
、
長
門
市
の
未
来
が
託
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
選
挙
公
報
な
ど
を
参
考
に
、
み
な
さ
ん
の
大
切
な
一
票
を
ム
ダ
に
し

な
い
よ
う
、
投
票
日
に
は
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

船
員
で
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

入
場
券
の
代
わ
り
に
「
案
内
文
書
」
を
郵

送
し
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
入
場
券
の

代
わ
り
に
、
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書

の
提
示
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
等
の
人
で
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
投
票
用
紙
請
求
書
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
登
録
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

（
選
挙
権
停
止
中
の
者
は
除
く
。）

　

選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
元
年
４
月
13

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平

成
21
年
１
月
４
日
以
前
か
ら
引
き
続
い

て
長
門
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
投
票
す
る
日
ま
で
に
、
他

の
市
町
村
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
８
つ
の
投
票
所
に
つ

い
て
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
大
垰
投
票
所　

・
田
久
道
投
票
所

・
久
津
投
票
所　

・
本
郷
投
票
所

・
大
浦
投
票
所　

・
油
谷
投
票
所

・
水
岬
投
票
所　

・
川
尻
投
票
所

投
票
で
き
る
人
は

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

投
票
の
時
間
は

　

身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
文
字

代
理
・
点
字
投
票

期

日

前

投

票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
た
め

投
票
で
き
な
い
人
は
、「
期
日
前
投
票
」

が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
が
届
い

て
い
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
・
期
間

・
長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

４
月
６
日
（月）
〜
４
月
11
日
（土）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
00
分

・
各
支
所

　

４
月
６
日
（月）
〜
４
月
11
日
（土）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
8
時
00
分

・
各
出
張
所

　

４
月
６
日
（月）
〜
４
月
10
日
（金）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
00
分

※
居
住
地
域
で
の
限
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
所
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

●
日
時　

４
月
12
日
（日）
午
後
９
時
30
分
〜

●
場
所　

な
が
と
総
合
体
育
館

●
中
間
発
表　

市
長
選
挙
は
午
後
10
時

30
分
か
ら
30
分
お
き
に
、
市
議
会
議

員
選
挙
は
午
後
11
時
か
ら
30
分
お
き

に
行
う
予
定
で
す
。
開
票
状
況
は
長

門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ほ
っ
ち
ゃ
テ

レ
ビ
で
も
お
伝
え
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
門
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局　

℡
23
‐
１
１
６
７ 

開

票

は

不

在

者

投

票

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人

  

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。 

病
院
長
や
施
設
の
管
理
者
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

市
外
に
滞
在
中
の
人

  

本
人
が
「
宣
誓
書
・
請
求
書
」
に
よ
り

長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在
者
投

票
用
紙
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ

の
投
票
用
紙
を
持
っ
て
滞
在
地
の
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
き
、
不

在
者
投
票
を
し
ま
す
。 

請
求
は
早
め
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

害
は
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
、
内

臓
機
能
の
障
害
は
特
別
項
症
か
ら
第

３
項
症
と
書
い
て
あ
る
人

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

５
と
書
い
て
あ
る
人

　

対
象
者
は
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、
自
宅

な
ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
４
月
８
日
（水）
ま

で
で
す
。

代
理
記
載
で
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視

覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
と
書
い
て

あ
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚

の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

２
項
症
と
書
い
て
あ
る
人

　

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行

う
た
め
に
は
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
に

加
え
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
（
代
理
記
載

の
た
め
の
申
請
、
代
理
記
載
人
の
届
出
）

が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の

障
害
は
１
級
か
２
級
、
内
臓
機
能
の

障
害
は
１
級
か
３
級
、
免
疫
の
障
害

は
１
級
か
ら
３
級
と
書
い
て
あ
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の
障

　

投
票
所
で
は
、
最
初
に
「
長
門
市
長
選

挙
」
の
投
票
用
紙
（
白
色
の
用
紙
に
黒
イ

ン
ク
で
印
刷
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。
市

長
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
「
長
門
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
」

の
投
票
用
紙
（
水
色
の
用
紙
に
赤
イ
ン

ク
で
印
刷
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。
市
議

会
議
員
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

投

票

の

順

序

平成 20年度明るい選挙啓発標語
山口県選挙管理委員会委員長賞受賞作品
大田  晃輝  君（三隅中学校３年）

　

投
票
所
を
案
内
す
る
入
場
券
は
自
宅

へ
郵
送
し
ま
す
。
氏
名
と
投
票
所
を
よ

く
お
確
か
め
の
う
え
、
投
票
日
に
は
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
入
場
券

を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
当
日
、
投
票
所
の
受
付
係
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

が
書
け
な
い
人
は
、
代
理
投
票
が
で
き

ま
す
。
係
員
が
本
人
に
代
わ
っ
て
投
票

用
紙
に
記
入
し
ま
す
。
投
票
の
内
容
が

外
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
で
投
票

で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
投
票
所
で
係
員

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。　

投票日 ４月12日(日)

選挙して　明るい未来を　キャッチング

長門市長選挙
長門市議会議員一般選挙

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

野
田
投
票
区
（
北
山
・
野
田
北
・
野

田
南
・
雨
乞
地
区
）
の
人
は
今
回
か
ら
、

投
票
所
が
日
置
野
田
地
区
集
会
所
か
ら

野
田
北
集
会
所
へ
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

投
票
は
候
補
者
の
氏
名
を
一
人
だ
け

ハ
ッ
キ
リ
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。
候
補

者
の
氏
名
や
字
を
忘
れ
た
と
き
は
、
投

票
記
載
台
に
掲
示
し
て
い
る
候
補
者
一

覧
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
を
汚
損
し
た
場
合
や
、
書

き
損
じ
た
と
き
は
、
投
票
用
紙
を
再
交

付
し
ま
す
の
で
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
氏
名
は
ハ
ッ
キ
リ
と



門の長

子
育
て
、
応
援
し
ま
す

  

池い
け
お
か岡 

吉よ
し
え恵

さ
ん
（
長
門
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　

育
児
の
お
手
伝
い
を
し
て
欲

し
い
人
と
、
お
手
伝
い
を
し
て
あ

げ
た
い
人
が
入
会
し
、
育
児
を
助

け
合
う
「
長
門
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
昨
年
８
月

に
オ
ー
プ
ン
。
セ
ン
タ
ー
で
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
依
頼
の
仲
介
や

登
録
会
員
の
募
集
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
を
さ
れ
て
い
る
池
岡
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
の
人
同
士
で
育
児

を
助
け
合
う
組
織
。
私
も
買
い
物

や
美
容
院
に
行
き
た
い
時
と
か
、

ち
ょ
っ
と
し
た
時
に
、
少
し
だ
け

で
も
子
ど
も
を
見
て
も
ら
え
た
ら

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私

の
と
き
に
も
こ
ん
な
セ
ン
タ
ー
が

あ
っ
た
ら
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま

し
た
ね
。
子
育
て
中
の
人
に
と
っ

て
は
と
て
も
良
い
シ
ス
テ
ム
だ
と

思
い
ま
す
よ
。」

　

現
在
の
セ
ン
タ
ー
の
登
録
者
数

は
、
手
助
け
を
必
要
と
す
る
「
依

頼
会
員
」
が
52
人
、
手
助
け
を
行

う
「
提
供
会
員
」
が
38
人
、
手
助

け
を
受
け
た
り
、
と
き
に
は
手
助

け
を
行
う
「
両
方
会
員
」
が
16
人

で
合
わ
せ
て
106
人
。
も
っ
と
多
く

の
人
に
会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、

助
け
合
い
の
輪
が
広
が
る
よ
う

に
、
健
診
会
場
な
ど
多
く
の
人
が

集
ま
る
場
所
に
出
向
き
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が

私
の
喜
び
に

　
「
人
見
知
り
の
お
子
さ
ん
で
、

預
け
る
こ
と
が
不
安
だ
っ
た
お
母

さ
ん
が
後
日
『
子
ど
も
は
す
ぐ
に

う
ち
解
け
た
み
た
い
。
い
い
人
を

紹
介
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』

と
、
喜
ん
で
報
告
に
来
て
く
れ
た

り
、
都
会
に
住
む
自
分
の
孫
と
同

じ
く
ら
い
の
子
ど
も
を
預
か
っ
た

提
供
会
員
さ
ん
か
ら
『
孫
の
姿
が

思
い
浮
か
ん
で
と
て
も
楽
し
か
っ

た
』
と
い
う
話
を
聴
い
た
り
す
る

と
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
苦
労
も
吹
き
飛
ん

で
し
ま
い
ま
す
ね
。」
依
頼
会
員
、

提
供
会
員
、
そ
し
て
そ
の
間
に
い

る
子
ど
も
た
ち
。
池
岡
さ
ん
は
、

そ
の
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

仲
介
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
作
り
た
い

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の

し
く
み
を
知
っ
て
も
ら
う
事
前
講

習
会
や
、
会
員
同
士
の
信
頼
を
よ

り
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
交
流

　

私
達
は
、
魚
と
長
門
産
の
ゆ
ず

き
ち
を
使
っ
た
「
お
さ
か
な
ド
ー

ナ
ツ
」を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

フ
ジ
ミ
ツ
（株）
と
共
同
開
発
し
た
も

の
で
す
。

　

先
日
、
美
東
町
の
「
き
ら
ら

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ラ
イ
フ
」
で
そ

の
ド
ー
ナ
ツ
を
販
売
し
ま
し
た
。

私
は
、
人
前
に
立
つ
の
が
苦
手
だ

け
ど
、
声
を
か
け
た
お
客
様
が
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
て
、
楽
し
く
販

売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
頑
張
っ
て
作
っ
た
商
品
が
た

く
さ
ん
売
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

ド
ー
ナ
ツ
を
販
売
す
る
ま
で
に

も
、
色
々
な
こ
と
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
い
つ
も
安
定
し
た
食
感
の

ド
ー
ナ
ツ
を
作
れ
る
よ
う
、
レ
シ

ピ
を
完
成
さ
せ
た
り
、
い
ち
ご
味

な
ど
、姉
妹
品
の
試
作
を
し
た
り
、

包
装
ラ
ベ
ル
を
作
っ
た
り
と
、
今

ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
ば

か
り
で
、
苦
労
も
あ
っ
た
け
ど
、

と
て
も
い
い
経
験
で
し
た
。
特
に

ラ
ベ
ル
作
り
は
、
た
び
た
び
フ
ジ

ミ
ツ
を
訪
問
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
な
が
ら
、
自
分
達
で
作
っ

た
の
で
、
と
て
も
達
成
感
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
に
関
わ
っ
て
、
商
品

が
で
き
る
ま
で
の
過
程
や
、
販
売

の
時
の
お
客
様
へ
の
接
し
方
な

ど
、色
々
な
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
む
だ
に
し
な

い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

松ま
つ
も
と本 

明あ

き

こ子
さ
ん

（
水
産
高
等
学
校
３
年
）

連絡帳

フジミツ（株）と共同開発
　　“おさかなドーナツ”

会
、
も
し
も
の
時
の
心
肺
蘇
生
や

人
工
呼
吸
法
な
ど
を
学
ぶ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
習
会
な
ど
、
会
員
が
安

心
し
て
預
け
た
り
預
か
っ
た
り
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
雰
囲
気
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
依
頼
以
外
で
も

ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
な
ど
で
も
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
セ
ン
タ
ー

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。」

　

育
児
を
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち

に
、
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る

環
境
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
…
池
岡

さ
ん
の
一
生
懸
命
な
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

▼ 

長
門
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
連
絡
先

℡
23
‐
１
０
１
１フジミツ(株)スタッフの皆さんと記念撮影 交流会の様子
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ぼ
く
の
学
校
に
は
、
こ
の
１
年

間
、
理
科
支
援
の
先
生
が
来
ら

れ
、
５
・
６
年
生
の
理
科
の
実
験

の
準
備
や
授
業
で
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
こ
の
理
科
の
時
間
が
と
て
も

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
特
に
心
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
ふ
り
こ
の
実
験
で
し
た
。

片
山
先
生
が
、「
ふ
り
こ
の
長
さ

を
何
セ
ン
チ
に
す
る
と
、
１
往
復

す
る
時
間
を
１
秒
に
で
き
る
か

な
。」
と
問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
「
絶
対
に
１
秒
に
な
る

ふ
り
こ
の
長
さ
を
見
つ
け
て
や
る

ぞ
。」
と
や
る
気
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
長
さ
を
21
セ
ン

チ
に
し
て
実
験
し
て
み
ま
し
た
。

結
果
は
惜
し
く
も
0.9
秒
で
し
た
。

友
だ
ち
が
別
の
長
さ
で
実
験
し
た

結
果
、
23
セ
ン
チ
が
１
秒
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
ぴ
っ
た
り
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
験
に
よ
り

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
１
年
間
、
片
山
先
生
に

は
、
楽
し
い
実
験
の
仕
方
を
た
く

さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
６
年
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
片
山
先
生
に
習
え
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

磯い
そ
も
と本 

真ま

さ

き生
さ
ん

（
向
津
具
小
学
校
６
年
）

連絡帳

理科は楽しいよ

理科の実験の様子
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らしの情報く

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

■
申
込
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

③
法
定
の
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

■募集を行う市営住宅

団地名 亀山

棟・部屋 B302

所在地 日置上

建設年 H9

間取り（㎡） 3LDK  86.70

家賃（円） 40,000
～63,000

単身入居 不可

市
営
住
宅
の
入
居
収
入
基

準
が
変
わ
り
ま
す

　

今
月
か
ら
「
公
営
住
宅
法
施
行

令
」、「
住
宅
地
区
改
良
法
施
行
令
」、

「
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促

進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
が
一

部
改
正
さ
れ
、
市
営
住
宅
の
入
居
収

入
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
今
月
以
降
の
募
集

区　　分 改正前の政令月収 改正後の政令月収

公営住宅
一般世帯 20万円以下 15万８千円以下

裁量世帯 26万８千円以下 21万４千円以下

改良住宅
（上川西A～D棟）

一般世帯 13万７千円以下 11万４千円以下

裁量世帯 17万８千円以下 13万９千円以下
特定公共賃貸住宅

（殿村新開D棟202・203・　
　302・303、亀山A・B棟）

20万円～
60万１千円

15万８千円～
48万７千円

政令月収･･･ 世帯全員の総所得金額から、扶養控除等を控
除した額を12で除した額

裁量世帯･･･ 高齢者世帯、障害者の方や小学校就学前の子
供が同居する世帯

就
学
援
助
制
度

　

市
で
は
、
小
・
中
学
校
に
就
学
し
、

経
済
的
な
理
由
で
給
食
費
の
支
払
い

や
学
用
品
等
の
購
入
が
困
難
な
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

 

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
対
象
者

（
要
保
護
者
）

※
亀
山
B
３
０
２
の
入
居
収
入
基
準

（
所
得
月
額
）
は
15
万
８
千
円
〜

48
万
７
千
円
で
す

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

■
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
、

抽
選
会
通
知
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
本
庁
都
市
建
設
課
ま

た
は
各
支
所
経
済
施
設
課
に
提
出

※
抽
選
会
通
知
ハ
ガ
キ
に
は
50
円
切

手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い

■
受
付
期
間　

４
／
８
（水）
〜
15  

（水）

■
入
居
可
能
時
期　

４
月
下
旬
以
降

■
そ
の
他　

１
回
の
募
集
で
、
１
世

帯
に
つ
き
１
戸
の
申
し
込
み
に
限

り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

都
市
建
設
課
管
理
係

　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
４
７

　

三
隅
支
所
経
済
施
設
課

℡
43
‐
０
２
７
７

　

日
置
支
所
経
済
施
設
課

℡
37
‐
２
１
９
３

　

油
谷
支
所
経
済
施
設
課

℡
32
‐
１
１
１
４

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
を

縦
覧
し
ま
す 

　

市
で
は
、
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
を

縦
覧
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

　

４
／
１ 

（水） 
〜
６
／
１
（月）

８

：

30
〜
17

：

15

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

■
縦
覧
場
所

・
本
庁
税
務
課
（
全
地
区
）

・
三
隅
支
所
総
合
窓
口
課

（
三
隅
地
区
の
み
）

・
日
置
支
所
総
合
窓
口
課

（
日
置
地
区
の
み
）

・
油
谷
支
所
総
合
窓
口
課

（
油
谷
地
区
の
み
）

■
縦
覧
制
度
と
は

　

自
己
の
資
産
と
他
の
資
産
の
評
価

を
比
較
し
て
、
自
己
の
資
産
の
評

価
が
適
正
か
ど
う
か
を
判
断
で
き

る
よ
う
に
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
ま
た
は
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す

■
縦
覧
帳
簿
の
記
載
内
容

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
、
価
格

■
縦
覧
で
き
る
人

くじらフェスティバルin下関

■日 時　４／25（土）９：00～16：00
　　　　　 ／26（日）８：30～16：00
■場所　下関港あるかぽーと岸壁
■内容
・寄港歓迎式典（25日９：00～）
・捕鯨船一般公開（乗船無料）
　25日 10：00～16：00　26日 8：30~16：00
・くじら汁無料配布（両日）
　①10：30～ ②14：00～　各先着1,000名様
・ステージイベント
　よさこい、鯨唄、和太鼓演奏ほか
・鯨関連商品、特産品販売
■その他　駐車場は有料です。なるべく公
　共交通機関をご利用ください

　南極海の鯨類捕獲調査を終え、下関港に寄港する調査船団を歓迎
するイベントを開催します。当日は、調査母船「日新丸」と目視採
集船「第二勇新丸」を一般公開します。
　南極海の氷に触れることもできます！ぜひお立ち寄りください。

■問い合わせ
　水産課　℡23ｰ1145

第二勇新丸

・
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
ま
た

は
そ
の
同
居
の
親
族

・
共
有
者
（
連
帯
納
税
義
務
者
）

・
所
有
者
の
相
続
人

・
固
定
資
産
税
の
納
税
管
理
人

・
納
税
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
人

（
委
任
状
が
必
要
で
す
）

※
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
路
線
価
等
の
公
開

　

路
線
価
お
よ
び
標
準
宅
地
の
価
格

に
つ
い
て
公
開
し
ま
す

※
公
開
場
所
は
本
庁
税
務
課

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
へ
の

審
査
申
出

　

４
月
１
日
（水）
以
降
、
納
税
通
知
書

を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
60
日
以
内

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
５

 

・
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮

し
て
い
る
人

■
援
助
の
内
容

　

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
・
給
食
費
・

修
学
旅
行
費
等

※
要
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
法
に
よ
り
援
助
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
は
除
き
ま
す

■
申
請
方
法

　

各
小
・
中
学
校
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
所
得
を
証
明
で
き
る
資
料

等
を
添
え
て
、
学
校
長
経
由
で
教

育
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　

℡
23
‐
１
２
６
３

介
護
相
談
員
募
集

　

介
護
相
談
員
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
定
期
的

に
訪
問
し
、
気
軽
な
雰
囲
気
の
中
で

利
用
者
の
お
話
し
を
聞
き
ま
す
。
そ

の
上
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
方
の
要
望
や
意
見
を
介
護

相
談
員
が
お
聞
き
し
、「
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
」
を
め
ざ
す
た
め
に
、
利

用
者
と
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

の
橋
渡
し
役
を
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

40
歳
以
上
の
長
門
市

在
住
者
で
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人

・
介
護
に
関
心
が
あ
る
人

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
有
す
る

法
人
等
に
属
し
て
い
な
い
人

■
募
集
人
数　

２
名
程
度

■
応
募
方
法

　

本
庁
高
齢
障
害
課
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
「
長
門
市
介

護
相
談
員
応
募
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
高
齢
障
害

課
介
護
保
険
係
ま
で
、
郵
送
ま
た

は
持
参

■
応
募
期
間　

４
／
１
（水）
〜
30 

（木）

■
選
考
方
法　

面
接
（
面
接
の
日
時

は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

■
そ
の
他

・
市
の
定
め
る
研
修
を
受
講
の
後
、

チ
ー
ム
を
組
ん
で
活
動
を
開
始
し

ま
す

・
任
期
は
2
年
で
す

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

高
齢
障
害
課
介
護
保
険
係

℡
23
‐
１
１
５
８

か
ら
は
、
改
正
後
の
基
準
を
超
え
る

人
は
申
込
み
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

都
市
建
設
課
管
理
係

　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
４
７

街　

頭　

献　

血

■
日
時
・
場
所　

４
／
２
（木）　

・
ウ
ェ
ー
ブ　
　

10

：

00
〜
12

：

00

　

13

：

15
〜
16

：

00

４
／
６
（月）

・
三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

10

：

00
〜
12

：

00

・
Ｊ
Ａ
長
門
大
津 

本
所

　
　

14

：

00
〜
16

：

00

■
そ
の
他

・
200 

ml
、
400 

ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
手
帳
を
持
参

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
５

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ

Ｔ
Ｎ
Ｃ
デ
ジ
タ
ル（
８
ch
）放
送
開
始

　

長
門
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
ほ
っ

ち
ゃ
テ
レ
ビ
）
で
は
、
４
月
１
日
か

山
口
県
健
康
福
祉
祭

美
術
作
品
展
出
展
作
品
募
集

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以

上
（
昭
和
25
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の

人
が
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品

■
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真

■
開
催
期
間　

６
／
５
（金）
〜
８
（月）

■
開
催
会
場　

防
府
市
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
（
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
）

■
応
募
方
法　

市
役
所
高
齢
障
害
課

高
齢
福
祉
係
、各
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
出
品
票

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出
。
作
品
は
会
場
に
搬
入
す
る
際

に
お
預
か
り
し
ま
す

■
応
募
締
切　

５
／
１
（金）

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

高
齢
障
害
課
高
齢
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
４

ら
テ
レ
ビ
西
日
本
（
Ｔ
Ｎ
Ｃ
）
の
デ

ジ
タ
ル
放
送
（
８
ch
）
を
開
始
し
ま

す
。

　

視
聴
す
る
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
対
応

テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
は

テ
レ
ビ
の
取
り
扱
い
説
明
書
に
よ
り

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
、
お
買
い
求
め
の
販
売
店
等
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ

℡
23
‐
１
５
４
１

市
か
ら
の

お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報
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平
成
21
年
度
危
険
物
取
扱

者
試
験
（
前
期
）

■
試
験
種
別　

甲
種
・
乙
種
・
丙
種

■
受
付
期
間　

４
／
10 

（金）
〜
21 

（火）

※
受
験
願
書
は
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
、
西
消
防
署
に
あ
り
ま
す

■
試
験
日　

６
／
14 

（日）
（
時
間
は
試

験
種
別
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
受
験
資
格 

・
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す

・
乙
・
丙
種
は
資
格
制
限
な
し

■
試
験
会
場
（
乙
種
第
4
類
、
丙
種
）

　

長
門
総
合
病
院

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階

※ 

甲
種
、
乙
種
第
1
・
2
・
3
・

5
・
6
類
は
市
外
で
実
施

■
試
験
準
備
講
習
会

・
日
時

　

５
／
26 

（火）　

９

：

00
〜
16

：

00

　
　
　

27 

（水）　

９

：

00
〜
16

：

00

・
場
所　

長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ    

　

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

℡
22
‐
５
２
９
６

浄
化
槽
の
補
助
制
度

　

市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
保

全
す
る
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生
の
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
、
浄
化
槽
の
設

置
を
す
す
め
て
お
り
、
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
地
域

　

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
お
よ
び

農
・
漁
業
地
域
の
下
水
道
整
備
計

画
区
域
を
除
く
市
内
全
域

■
浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

浄
化
槽
の
安
定
し
た
処
理
水
質
を

維
持
す
る
た
め
、
使
用
開
始
後
の

法
定
検
査
（
７
条
検
査
・ 

11
条
検

査
）
お
よ
び
保
守
点
検
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す

■
そ
の
他　

補
助
基
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
補
助
を
希
望
さ
れ

る
人
は
事
前
に
環
境
衛
生
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
23
‐
１
１
３
４

■浄化槽設置補助金額

人槽区分 補助金額

５人槽 442,000円

７人槽 568,000円

10人槽 802,000円

※ 地域により高度処理型の
浄化槽も補助の対象とな
ります。くわしくはお問
い合わせください

国
民
年
金
に
関
す
るお知

ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
４
、
６
６
０
円
（
前
年

度
よ
り
２
５
０
円
の
引
き
上
げ
）
と

な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替

も
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の
申
し
込

み
は
、
預
貯
金
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
の
窓
口

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
お
よ
び
市

役
所
本
庁
、
各
支
所
の
年
金
担
当
係

窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
人
は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金

手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

年
金
出
張
相
談
所
開
設
日

　

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

で
は
、
年
金
受
給
や
請
求
に
関
す
る

相
談
を
受
け
る
出
張
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
の
開
催
日

時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
年
金
出
張
相
談
所
開
設
日

・
市
役
所
本
庁

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

       

10

：

00
〜
16

：

00

市
役
所
の
組
織
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

経
済
振
興
部

　

各
支
所
の
「
水
産
林
務
係
」
の
事

務
を
経
済
振
興
部
の
「
商
工
観
光

課
」、「
水
産
課
」、「
農
林
課
」
の
各

部
署
に
統
合
し
、
経
済
振
興
部
門
の

一
体
的
な
事
務
を
実
施
し
ま
す
。

建
設
部

　

油
谷
支
所
経
済
施
設
課
の
「
下
水

道
係
」
を
「
下
水
道
課
」
に
統
合
し
、

「
下
水
道
課
油
谷
分
室
」
と
し
て
油

谷
地
区
の
下
水
道
事
業
を
担
当
し
ま

す
。

教
育
委
員
会
事
務
部
局

　

平
成
22
年
度
に
開
設
予
定
の
新
た

な
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
向
け
、

「
学
校
教
育
課
」
内
に
「
給
食
セ
ン

タ
ー
準
備
室
」
を
設
置
し
ま
す
。

※
４
月
か
ら
午
前
の
勤
務
時
間
が

12

：

00
ま
で
に
な
り
ま
す

　

今
月
か
ら
市
役
所
の
午
前
の
勤
務

時
間
が
８

：

30
〜
12

：

00
ま
で
と
な

り
ま
す
。
午
後
の
勤
務
時
間
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
13

：

00
〜

17

：

15
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
休
憩
時
間
中
の
窓
口
事
務

は
従
来
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

総
務
課
人
事
係

℡
23
‐
１
１
１
４

・
市
役
所
油
谷
支
所

　

偶
数
月
第
３
水
曜
日

     

10

：

00
〜
16

：

00

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ

る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除
と
、

保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
、
残
り
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一
部
納
付
が

あ
り
ま
す
。
一
部
納
付
に
は
、
４
分

の
１
納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３

納
付
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
納
付
が
承
認

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と

し
た
特
例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
ま
た

は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）

の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な

り
、
失
業
さ
れ
た
方
の
所
得
を
除
外

し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

■
免
除
該
当
期
間

　

平
成
20
年
７
月
分
〜
平
成
21
年
６

月
分

■
申
請
期
限　

７
／
31 

（金）

■
問
い
合
わ
せ

・
市
民
課
国
保
年
金
医
療
係

℡
23
‐
１
１
２
９

・
山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

℡
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
５

健
康
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

2009.4.1 16

歩くことは、本来誰もが気軽に取り組める健康づくりです。

自然の中をグループで楽しみながら歩くことで、

「歩く」ことの大切さと「豊かな自然」を再発見してみませんか。

平
成
21
年
度
長
門
市
健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い

■と　き　４月26 日（日）８：30～
■ところ
　日置農村環境改善センター ～ 菅

す げ む た

無田公園 ～ 千畳敷
■日　程
　８：30～　受付・健康チェック
　９：00～　開会式
　９：15～　ウオークラリー（約８㎞）
 昼食・休憩（豚汁・焼とりを準備しています）
　12：30～　レクリエーション
　14：30～　閉会式

■内　容
・ウオークラリー
　 ２～５人を１組として、各コースごとに等時間隔でスタートし、
地図を頼りに途中設定されたクイズを解きながら千畳敷までの特
設コースを歩きます。

・レクリエーション
　 ニュースポーツ体験、ウオーキング教室、ジャンケン大会のほか、
健康チェックコーナーや食生活改善推進協議会による「ひじき寿
司」「人参かん」の試食などの様々なイベントを用意しています。

■申込方法
　 各公民館に備え付けの申込書に必要事項を記入のうえ、お申し込
みください。電話・FAXによる申し込みも受け付けます。（当日参
加も可能です）

■参加料　無料

■申込締切　４月17日（金）

■その他
・雨天の場合は中止します
・ 現地解散後は、マイクロバスにて日置農村環境改善センターまで
お送りします
・弁当・水筒・タオル等は各自で準備してください

■問い合わせ（雨天中止の確認等）
　日置農村環境改善センター　℡ 37-2340　FAX 37-2370
　長門市保健センター　　　　℡ 23-1132　FAX 23-1168

１万８千本のツツジが咲き誇る春の菅無田公園
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北
浦
自
然
観
察
会

道ど
う
ご
や
ま

後
山
（
広
島
県
庄
原
市
）

■
開
催
日　

４
／
12 

（日）

■
集
合
時
間
／
場
所 

６

：

00
／
萩
市
中
央
公
園
駐
車
場

■
参
加
費　

４
、
０
０
０
円

春
の
山
野
草
料
理
教
室
（
須
佐
湾
エ

コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
）

■
開
催
日　

４
／
19 

（日） 

■
集
合
時
間
／
場
所

　

８

：

00
／
萩
市
中
央
公
園
駐
車
場

ま
た
は
９

：

00
／
現
地

■
参
加
費　

２
、
０
０
０
円

祖そ
ぼ
や
ま

母
山
（
大
分
県
・
宮
崎
県
境
）

■
開
催
日　

５
／
３
（日）
〜
５
（火）

■
集
合
時
間
／
場
所

６

：

00
／
萩
市
中
央
公
園
駐
車
場

■
参
加
費　

２
５
、
０
０
０
円

共
通
事
項

■
そ
の
他　

開
催
日
の
3
日
前
ま
で

に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

北
浦
自
然
観
察
会
（
永
井
）

℡
０
９
０
‐
８
２
４
０
‐
９
７
８
５

道
路
の
草
刈
り
を
し
て
い

た
だ
け
る
団
体
募
集

　

県
が
管
理
す
る
国
道
、
県
道
の
延

長
300
ｍ
以
上
の
区
間
に
つ
い
て
、
路

肩
や
の
り
面
な
ど
の
草
刈
り
を
し
て

い
た
だ
け
る
自
治
会
な
ど
地
域
の
方

に
よ
り
構
成
さ
れ
た
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

４
／
21 

（火）
〜
５
／
28 

（木）

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

長
門
土
木
建
築
事
務
所

℡
22
‐
５
３
１
６

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

加
入
受
付

　

山
口
農
政
事
務
所
で
は
、
平
成
21

年
度
の「
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
」

加
入
者
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人　

水
田
で
農
業
を

営
む
「
認
定
農
業
者
」
お
よ
び
「
集

落
営
農
組
織
」

■
支
援
内
容　

（１）
大
豆
直
接
支
払
交
付
金

①
固
定
払
い･･･

平
成
16
〜
18
年
度

の
３
ヵ
年
の
生
産
実
績
に
応
じ
て

固
定
的
に
支
払
わ
れ
る
交
付
金

②
成
績
払
い･･･

当
年
に
収
穫
さ
れ

た
大
豆
の
生
産
量
・
品
質
等
に
応

じ
て
支
払
わ
れ
る
交
付
金

（２）
収
入
減
少
補
て
ん
交
付
金･･･

過

去
5
年
間
の
最
高
と
最
低
年
を
除

い
た
平
均
収
入
と
比
較
し
て
、
当

年
に
減
少
し
た
金
額
を
補
て
ん
す

る
交
付
金

■
加
入
期
間　
４
／
１ 

（水）
〜
６
／
30 

（火）

■
受
付
窓
口　
　
　

・
４
／
27 

（月） 　

９

：

30
〜
15

：

00

長
門
市
役
所
日
置
支
所

・
４
／
28 

（火） 　

９

：

30
〜
15

：

00

Ｊ
Ａ
長
門
大
津
営
農
セ
ン
タ
ー

・
右
記
以
外　

山
口
農
政
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

・
山
口
農
政
事
務
所
地
域
第
１
課

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
９
５
５

・
長
門
市
役
所
農
林
課

℡
23
‐
１
１
３
９

・
Ｊ
Ａ
長
門
大
津
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
３
１
７
０

「
長
門
地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ

営
農
講
座
」
参
加
者
募
集

　

新
た
に
園
芸
作
物
の
栽
培
、
出
荷

に
取
り
組
み
た
い
方
を
対
象
に
営
農

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
座
内
容　
　
　

・
園
芸
栽
培
に
つ
い
て
の
基
本
講
座

・
現
地
ほ
場
で
の
栽
培
実
習
（
す
い

か
、
は
な
っ
こ
り
ー
、
い
ち
ご
等
）

■
開
催
期
間　

４
月
か
ら
平
成
22
年

３
月
ま
で
（
月
１
回
程
度
開
催
）

■
募
集
定
員　

10
名
程
度

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限　

４
／
24 

（金）

■
申
込
方
法　

長
門
市
役
所
農
林
課

　

・
各
支
所
経
済
施
設
課
、
Ｊ
Ａ
長

門
大
津
営
農
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
、

長
門
農
林
事
務
所
に
て
参
加
申
込

書
に
記
入
の
う
え
提
出

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

長
門
農
林
事
務
所
農
業
部

℡
37
‐
５
６
０
３

自
衛
官
募
集

一
般
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満

の
人
（
22
歳
未
満
は
大
卒
者
）

　

※
大
学
院
修
士
取
得
（
見
込
含
）

は
28
歳
未
満

■
試
験
日　

５
／
16 

（土）
・
17 

（日）

一
般
曹
候
補
生

■
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人

■
試
験
日　

５
／
23 

（土）

共
通
事
項

■
受
付
期
間　

４
／
１
（水）
〜
５
／
12  

（火）

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
２
４
０
９

山
口
県
職
員
採
用
試
験

　

平
成
21
年
度
山
口
県
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　

受
験
申
し
込
み
の
際
に
は
、
各
試

験
の
「
受
験
案
内
」
を
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
、
申
込
書

の
請
求
方
法
等
く
わ
し
く
は
山
口
県

人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
753
‐
8501
山
口
市
滝
町
１
‐
１

　

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
４
７
４

　

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.lg.jp/
cm
s/a33000/index/

受験資格（生年月日）
昭和 55 年４月２日生
～昭和 63 年４月１日

昭和 45 年４月２日生
～昭和 55 年４月１日

昭和 59 年４月２日生
～平成２年４月１日

昭和 63 年４月２日生
～平成４年４月１日

昭和 55 年４月２日以降
に生まれた人

昭和 51 年４月２日以降
に生まれた人

昭和 51 年４月２日生
～平成４年４月１日

昭和 55 年４月２日生
～平成４年４月１日

1次試験

６／ 28（日）

９／ 27（日）

６／ 28（日）

９／ 27（日）

５／ 10（日）

７／ 12（日）

９／ 20（日）

10 ／４（日）

受付期間

５／ 12（火）
～６／５（金）

７／７（火）
～８／ 28（金）

５／ 12（火）
～６／５（金）
７／７（火）
～８／ 28（金）
３／ 24（火）
～４／ 17（金）
５／ 12（火）
～６／ 12（金）
７／７（火）
～８／ 28（金）
７／７（火）
～９／４（金）

試験区分

大学卒業程度試験

社会人経験者等採用
試験

短大卒業程度試験

高校卒業程度試験

保健師採用試験

医療系職種採用試験
（保健師を除く）

警察官Ａ

警察官Ａ
（男性第 2回・女性）

警察官Ｂ

身体障害者採用選考

み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

「長門・俵山道路」事業着手へ！
　３月 13 日、国土交通省中国地方整備局が、
山陰道など高規格道路の平成 20 年度新規事業
を発表。この中に、山口県で唯一、「長門・俵
山道路」が含まれています。
　「長門・俵山道路」は、湯本 ~俵山小原間の
線形不良区間の解消、俵山地区の災害時等にお
ける孤立化の解消などを目的として整備される
延長約 5.5kmの自動車専用道路で、将来、山陰
自動車道の一部となるものです。
　整備により、俵山地区周辺の災害や重大事故
発生時における緊急輸送道路が確保され、孤立
化への不安解消、走行の安全性・定時性が向上
するなどの効果が期待されます。
　さらに、下関、九州方面との連絡もより強化
され、地域経済の活性化も期待されます。
　市では、平成 7年から山陰自動車道の早期実
現に向けた要望活動等の取り組みを実施してき
ましたが、懸案事項であった「大寧寺峠」の道
路改良を含む「長門・俵山道路」が事業化され
たことにより、俵山住民をはじめ市民一同の長
年の夢が、実現に向け大きく前進しました。
　今後、国土交通省の直轄事業として、調査・
設計が実施され、具体的なルート決定等の手続
きが進められます。
　引き続き、「長門・俵山道路」の早期完成に向
けた着実な予算配分と「山陰自動車道長門・下
関間」全線の早期事業着手を求め、官民一体と
なった取り組みを進めていきます。

 ■問い合わせ　都市建設課　℡２３ｰ１１５１  ▲平成18年7月災害時の大寧寺峠
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乳
児
健
康
診
査

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
22
‐
２
７
１
７

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
月
〜
金
曜
日　

８

：

30
〜
17

：

00

　
　
　

土
曜
日　

８

：

30
〜
12

：

00

　

※
４
／
29 

（水）
は
休
み

長
門
総
合
病
院　

℡
22
‐
２
２
２
０

●
３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）

・
毎
週
火
曜
日　

13

：

00
〜
14

：

30

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
４
／
２
（木）
、
16 

（木）

  

13

：

00
〜
14

：

30

共
通
事
項

　

母
子
健
康
手
帳
と
乳
児
一
般
健
康

診
査
受
診
票
を
持
参
の
こ
と

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象　

19
年
９
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

４
／
８ 

（水）

 

13

：

00
〜
13

：

30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の   

母
子
健
康
手
帳
等

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象　

18
年
３
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

４
／
28 

（火）

 

13

：

00
〜
13

：

30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の   

母
子
健
康
手
帳
等

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の

助
成
回
数
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
よ
り
、
妊
婦
一
般
健
康

診
査
の
助
成
回
数
を
こ
れ
ま
で
の
５

回
か
ら
14
回
へ
拡
充
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
母
子
保
健
係

℡
23
‐
１
１
３
２

育
児
相
談

●
日
時
・
会
場

・
４
／
１
（水）    

10

：

00
〜
11

：

30

　

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
４
／
３
（金）
、
17 

（金）

９

：

30
〜
11

：

30
、
13

：

00
〜
15

：

00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
３ 

（金）　

10

：

00
〜
11

：

30

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
15 

（水）　

９

：

30
〜
11

：

30

　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
４
／
24  

（金）　

９

：

30
〜
11

：

00

　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

健
康
相
談

●
日
時
・
会
場 

・
毎
週
木
曜
日

９

：

30
〜
11

：

30
、
13

：

00
〜
15

：

00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
１
（水）　

９

：

00
〜
11

：

30

　
　

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

13

：

00
〜
15

：

00

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
７
（火）　

９

：

30
〜
11

：

30

　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
９
（木）　

９

：

00
〜
12

：

00

　

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
４
／
10 

（金）　

９

：

30
〜
11

：

30

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

・
４
／
20 

（月）　

９

：

30
〜
11

：

30

　

向
津
具
公
民
館

・
４
／
24 

（金）　

９

：

30
〜
11

：

30

　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

心
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）

●
日
時
・
会
場

・
４
／
21  

（火）　

13

：

00
〜
14

：

00

　
　
　
　

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
長
門

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
む

　

℡
22
‐
２
８
１
１

禁
煙
相
談
（
要
予
約
）

●
日
時
・
会
場

・
４
／
14  

（火）　

13

：

00
〜
16

：

00

　
　
　
　

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
長
門

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
む

　

℡
22
‐
２
８
１
１

小
児
マ
ヒ
（
ポ
リ
オ
）

ワ
ク
チ
ン
接
種

● 

対
象　

生
後
３
ヵ
月
か
ら
７
歳

６
ヵ
月
未
満
児
（
な
る
べ
く
生
後

３
ヵ
月
か
ら
１
歳
６
ヵ
月
ま
で
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

● 

投
与
回
数　

41
日
間
以
上
の
間
隔

で
２
回
投
与
を
受
け
ま
す
（
春
と

秋
の
２
回
接
種
を
実
施
し
ま
す
）

●
日
時
・
会
場

・
４
／
９
（木）　

13

：

30
〜
14

：

00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
16 

（木）    

13

：

30
〜
14

：

00

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
30 

（木）　

13

：

20
〜
13

：

50

　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
５
／
７
（木）　

13

：

30
〜
14

：

00

　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
５
／
14 

（木）　

13

：

30
〜
14

：

00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他

・
体
温
は
接
種
会
場
で
測
り
ま
す

・ 

母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
く
だ

さ
い

「
平
成
21
年
度
予
防
接
種
の
受
け

方
」
の
チ
ラ
シ
（
裏
面

：

平
成
21

年
度
ポ
リ
オ
予
防
接
種
・
母
子
保

健
カ
レ
ン
ダ
ー
）
を
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
な
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
全
戸
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

中
学
１
年
生
・
高
校
３
年
生
対
象

麻
し
ん
風
し
ん

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間
に
限

り
、
中
学
１
年
生
と
高
校
３
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
人
が
、
公
費
負
担

に
よ
る
麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

健
康
診
査

相 

談

予
防
接
種

種
の
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

麻
し
ん
は
人
か
ら
人
へ
感
染
し
や

す
く
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
重
大

な
病
気
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
次
の
人
が
対
象
で

す
。

・
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
人

　

 （
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ)

※ 

中
学
校
を
通
じ
て
詳
細
を
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す

・
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
人

　

 （
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
４

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※ 

今
月
中
旬
ま
で
に
個
別
に
通
知
す

る
予
定
で
す

桂
文
珍 
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全
国
独
演
会
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ー
Vol.
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上
方
落
語
界
の
実
力
派
、
桂
文
珍

が
満
を
持
し
て
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で

初
高
座
！　

　

古
典
か
ら
新
作
ま
で
幅
広
く
こ
な

す
卓
越
し
た
名
人
芸
を
心
ゆ
く
ま
で

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

７
／
12 

（日）　

14

：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

　

４
、０
０
０
円

● 

チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
日

　

４
／
25 

（土）　

10

：

00
〜

● 

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド

：

６
３
２
９
６

ぴ
あ
Ｐ
コ
ー
ド

：

３
９
３
‐
１
５
３

バ
ン
ダ
ラ
コ
ン
チ
ャ 

ソ
ロ
ア

ル
バ
ム
公
演
「
相
思
双
愛
」

　

劇
団
♪
ダ
ン
ダ
ン
ブ
エ
ノ
か
ら
新

ユ
ニ
ッ
ト
「
バ
ン
ダ
ラ
コ
ン
チ
ャ
」

が
誕
生
。

　

二
人
の
男
優
と
女
優
で
創
る
、
二

つ
の
愛
が
ひ
と
つ
の
愛
に
な
っ
た
物

語
「
相
思
双
愛
」。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
／
31 

（日）　

13

：

00
〜

●
原
作　

横
光
利
一
、重
松
清

● 

出
演　

坂
井
真
紀
、辺
見
え
み
り
、

近
藤
芳
正
、
榎
木
孝
明

●
入
場
料

　

Ｓ
席
／
５
、５
０
０
円

　

Ａ
席
／
５
、０
０
０
円

● 

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド

：

６
３
２
４
３

喜
多
流　

長
門
能

　

世
界
無
形
遺
産
、
能
。

　

洗
練
さ
れ
た
幽
玄
の
美
の
世
界
を

心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

６
／
21 

（日）　

14

：

00
〜

●
演
目

　

仕
舞　

半は
じ
と
み蔀
、
山や
ま
ん
ば姥

　

狂
言　

寝ね
お
ん
ぎ
ょ
く

音
曲

　

能　
　

松ま
つ
か
ぜ風

●
入
場
料

　

Ｓ
席
／
６
、５
０
０
円

文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
‐
６
０
０
１

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
‐
２
５
０
０

〈
私
の
〉
里
の
春
展

　

生
命
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
春
は

「
モ
チ
ー
フ
」
の
天
国
で
し
た
。
家

の
近
く
に
芽
吹
い
た
柳
花
や
土
筆
、

蕨
な
ど
、
画
伯
は
身
近
な
草
花
を

次
々
と
描
い
て
い
ま
す
。
香
月
の
描

い
た
ふ
る
さ
と
の
春
は
、
生
き
る
悦

び
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

見
る
人
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
香

月
芸
術
の
醍
醐
味
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
会　

期　

５
／
24 

（日）
ま
で

●
開
館
時
間　

９

：

00
〜
17

：

00

（
入
館
は
16

：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一　

般 

５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生 

３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

　

Ａ
席
／
５
、０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

　

３
／
30 

（月）　

10

：

00
〜

● 

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド

：

６
２
８
７
９

記
念
入
館
券
を
配
布
し
ま
す

　

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
で
は
、
開
館

６
周
年
を
記
念
し
て
記
念
入
館
券
を

配
布
し
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
金
子

み
す
ゞ
「
仙
崎
八
景
」
の
一
つ
で
あ

る
「
極
楽
寺
」
の
詩
と
昭
和
初
期
の

写
真
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
、
し
お

り
と
し
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

●
配
布
日

　

４
／
11 

（土）

 

９

：

00
〜

●
配
布
枚
数

３
、０
０
０
枚

●
入
館
料

　

一　
　

般
／

３
５
０
円

　

小
中
高
生
／

１
５
０
円

金
子
み
す
ゞ
記
念
館

℡
26
‐
５
１
５
５
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新
長
門
市
が
発
足
し
て
早
く
も

４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
長

い
よ
う
で
短
か
っ
た
４
年
間
と
い
う

印
象
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ

り
ま
し
た
。

　

１
年
目
、
私
た
ち
は
「
豊
ほ
う
じ
ょ
う饒
の
海

と
大
地
に
、
笑
顔
行
き
交
う
未ゆ

め来
の

ま
ち
」
実
現
の
た
め
〈
市
民
憲
章
〉

を
策
定
し
、「
青
い
海
と
く
じ
ら
の

ま
ち
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
市
章
を
作

成
し
ま
し
た
。
桜
と
つ
つ
じ
を
〈
市

の
花
木
〉
に
、
ま
た
蛍
を
〈
市
の
生

物
〉
に
指
定
し
、
自
然
と
の
共
存
を

約
束
し
ま
し
た
。

　

２
年
目
、「
第
21
回
国
民
文
化
祭

や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６
」が
開
催
さ
れ
、

本
市
で
も
み
す
ゞ
通
り
や
ル
ネ
ッ
サ

な
が
と
、
棚
田
な
ど
で
多
彩
な
行
事

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
成

功
に
長
門
市
の
「
地
域
力
」
を
確
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た「
焼

き
鳥
の
長
さ
世
界
一
達
成
」
は
全
国

に
伝
わ
り
、〈
焼
き
鳥
の
ま
ち
・
長
門
〉

を
大
い
に
発
信
で
き
ま
し
た
。

　

３
年
目
、
下
関
市
と
共
同
し
て
の

観
光
列
車
「
み
す
ゞ
潮
彩
」
の
運
行

は
広
域
連
携
に
よ
る
観
光
振
興
の
一

つ
の
か
た
ち
を
創
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
美
し
い
海
を
車
窓
に
眺
め
て

の
快
適
な
旅
は
多
く
の
人
を
魅
了
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
4
年
目
、
長
門
市
の
持
つ

「
焼
き
鳥
の
長
さ
世
界
一
の
記
録
」

に
会
津
若
松
市
が
挑
戦
し
て
見
事
140

㎜
更
新
、
戊
辰
戦
争
140
年
の
怨
念
を

晴
ら
し
た
と
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
立
ち
会
っ
た
私
と
菅
家
一
郎
・

会
津
若
松
市
長
は
「
焼
き
鳥・

の
と・

・り

も
つ
縁
」
と
、
今
後
の
交
流
を
固
く

誓
い
合
い
ま
し
た
。「
山
口
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
展

開
や
東
京
か
ら
の
高
校
生
修
学
旅
行

の
受
け
入
れ
な
ど
で
、「
長
門
市
民

力
」
が
目
に
見
え
て
き
た
合
併
後
４

年
目
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長

門
・
俵
山
道
路
（
山
陰
自
動
車
道
）

の
事
業
決
定
は
私
た
ち
の
悲
願
が
大

き
く
前
進
し
た
出
来
事
で
し
た
。 

こ
の
４
年
間
、
本
日
記
に
お
い

て
日
々
の
出
来
事
や
感
じ
た

こ
と
を
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
市
民

の
一
体
感
醸
成
の
一
助
と
な
れ
ば
と

思
い
、
地
域
文
化
や
歴
史
、
風
土
に

つ
い
て
主
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

折
し
も
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
、
新

市
発
足
４
年
の
職
責
の
卒
業
式
を
迎

え
た
気
持
ち
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
４
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

な
が
と

日
記

未
来

ゆ

め

4
年
間
を
振
り
返
っ
て

市
長　

松
林 

正
俊No.47

　

新
年
度
を
向
か
え
、
長
門
市
体
育

指
導
委
員
も
若
干
の
メ
ン
バ
ー
の
入

れ
換
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
２
年
間
の
任
期
を
新
た

な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で
行
っ

て
い
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
加
え
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
と
し
て
ミ

ニ
テ
ニ
ス
を
取
り
上
げ
て
市
内
全
体

で
広
く
普
及
を
図
っ
て
い
く
予
定
で

す
。教
室
は
秋
か
ら
開
始
予
定
で
す
。

広
報
や
チ
ラ
シ
で
ご
案
内
い
た
し
ま

す
の
で
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
今
年
度
か
ら
取
り
組
む
研
究

課
題
と
し
て
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
言
う
総
合
型
と
は
多
様
性

の
こ
と
で
す
。
種
目
の
多
様
性
、
年

齢
や
世
代
の
多
様
性
、
そ
し
て
技
術

レ
ベ
ル
の
多
様
性
。
地
域
に
密
着

し
、
そ
こ
で
生
活
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
が
主
役
と
な
り
運
営
し
て
い
く
ク

ラ
ブ
。
そ
れ
が
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

今
、
各
地
で
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
創

立
に
向
け
た
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
い
ま
す
。
長
門
市
に
は
「
ク
ラ
ブ

ネ
ッ
ツ
大
畑
」
さ
ん
が
早
い
時
期
か

ら
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
研
究
を
重
ね
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
発
信
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
わ
れ
わ

れ
体
育
指
導
委
員
は
、
市
全
体
、
各

地
域
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
気
軽
に
参
加
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
ん
に
ち
は

体
育
指
導
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

℡
23
‐
１
２
５
９

　
「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
を
ご

存
知
で
す
か
。

　

こ
れ
ら
は
、
消
火
活
動
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
、
消
防
車

に
使
用
す
る
水
を
供
給
す
る
も
の

で
す
。「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」

は
道
路
脇
や
道
路
上
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
標
識
を
掲
げ
て
い
る
も

の
や
、
路
上
や
蓋
に
マ
ー
キ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の

消
防
水
利
に

つ
い
て
、
消

防
署
で
は
定

期
的
に
調
査

や
点
検
を
行

い
、
い
つ
ど

こ
で
火
災
が
発
生
し
て
も
直
ち
に

対
応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
が
、「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」

付
近
の
消
防
活
動
に
支
障
を
お
よ
ぼ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　

道
路
交
通
法
で
駐
車
を
禁
止
し
て

い
る
場
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
消
火
栓
か
ら
５
m 

以
内
の
部
分

・
防
火
水
槽
か
ら
５
m
以
内
の
部
分

・ 

指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
、
池
、

井
戸
等
）
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て

い
る
位
置
か
ら
５
m
以
内
の
部
分

　

一
刻
を
争
う
消
火
活
動
に
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

  

消
火
栓
等
の
付
近
で
は
駐
車
禁
止

長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119

西消防署 ℡ 32-1230

火災時の問い合わせ

 ℡ 22-1414

ホームページ

http://www.city.nagato.yamaguchi.

jp/̃shobo/

火災救急
件　数

（　）内は今年累計

日置ミニテニス教室で指導する体育指導委員

火

災

救
急

建　物
1（1）

林　野
0（0）

車　両
0（0）

船　舶
0（0）

その他
0（0）

149
（308）

　

認
知
症
を
完
全
に
予
防
す
る
方
法

は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
積
極

的
に
頭
を
使
う
と
脳
の
神
経
細
胞
の

老
化
を
遅
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
ご
紹
介

す
る
認
知
症
予
防
の
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
生
活
の
中
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

か
ら
だ
を
動
か
す
ヒ
ン
ト

　

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
、
筋
肉

や
骨
を
丈
夫
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

血
流
を
よ
く
し
て
脳
の
働
き
を
活
発

に
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ

り
ま
す
。
運

動
が
苦
手
な

方
で
も
生
活

の
中
で
意
識

し
て
か
ら
だ

を
動
か
す
こ

と
で
、
運
動

量
は
増
え
ま
す
。

・
こ
ま
め
に
掃
除
を
す
る

・
庭
木
の
手
入
れ
を
す
る

・
散
歩
や
買
い
物
で
た
く
さ
ん
歩
く

・
軽
い
体
操
を
習
慣
に
す
る

頭
の
働
き
を
よ
く
す
る
ヒ
ン
ト

　

脳
の
神
経
細
胞
は
、
年
を
と
る
に

つ
れ
、徐
々
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
き
ら
め
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
脳
は
使
え
ば
使
う
ほ

ど
血
流
が
よ
く
な
り
、
細
胞
間
の
配

線
も
密
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
刺
激

を
受
け
た
り
、
表
現
す
る
こ
と
で
脳

は
活
性
化
さ
れ
ま
す
。

・
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
も
つ

・
日
記
や
手
紙
な
ど
文
章
を
書
く

・
囲
碁
や
将
棋
を
す
る

・
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
歌
を
歌
う

心
を
元
気
に
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

　

年
を
と
る
と
、「
死
」
や
「
別
れ
」

と
い
っ
た
喪
失
の
体
験
が
増
え
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
引
き
こ
も
り
や
う
つ

状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

消
極
的
で
活
気
の
な
い
生
活
が
続

く
と
、
脳
の
老
化
が
進
み
ま
す
。
つ

ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
乗
り

越
え
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。

・
プ
ラ
ス
思
考
で
生
活
す
る

・
自
ら
老
け
込
ま
な
い

・
友
達
を
つ
く
る

・
お
し
ゃ
れ
や
化
粧
に
気
を
配
る

食
事
の
ヒ
ン
ト

　

認
知
症
の
原
因
と
な
る
脳
の
老
化

や
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
脳
の
栄
養
源
と
な
る
糖
質
を
は

じ
め
、
血
管
を
強
く
す
る
た
ん
ぱ
く

質
や
ビ
タ
ミ

ン
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
栄

養
素
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
と

る
こ
と
が
大

切
で
す
。

・
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

・
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
十
分
と
る

・
食
塩
の
取
り
す
ぎ
に
注
意
す
る

・
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

「
認
知
症
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
!

保
健
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

合　計
1（1）
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消費者トラブルＱ＆Ａ

食推おすすめ料理

アサリとはなっこりーのパスタ　ー休日のランチにどうぞー
材　料（４人分）
スパゲッティ …240ｇ
オリーブオイル …大さじ３
にんにく …１かけ
あさり …500ｇ
はなっこりー …200ｇ
マッシュルーム …80ｇ

ミニトマト …６個
酒 …大さじ 1.5
コンソメ（顆粒） …小さじ 1
水 …200cc
生クリーム …大さじ 2.5
塩コショウ …少々

作り方
①  アサリは砂だししておく。はなっこリーは長さ 1/3 に切り、マッシュルームは薄切
にする。ミニトマトは 1/2 ～ 1/4 に切る。にんにくはみじん切りにする。

②  スパゲッティは、たっぷりの湯に塩を入れ ( パスタ 100g に対して水 1L・塩小さじ 1)、
アルデンテ ( 少し芯が残る程度 ) に茹でる。茹で上がる 1分前にはなっこリーを入れ
て一緒に茹でる。

③  フライパンにオリーブオイルとにんにくを入れ中火に掛けて香りを出し、あさりと、
マッシュルームを入れ、酒とコンソメと水を加えて蓋をする。

④  殻が開きかけたら、②のスパゲッティとはなっこりーを入れ味をみて塩・コショウ
をして、生クリームを加えて火を止める。

⑤ 皿に盛り付けてトマトを飾る。

ワンポイントアドバイス
はなっこりーは茹ですぎないように

ほかに小松菜、菜の花、ブロッコリーなどでもおいしくいただけます
「ながとの めぐみを めしあがれ」

長門地域地産・地消推進委員会

栄養価（１人分）
エネルギー…368kcal
たんぱく質…14.1g
脂　　　質…11.8g
塩分相当量…1.5g

ほっちゃテレビ放送予定

４／12（日）・４／17（金）

テレビショッピングで健康食品を購入しま
したが、自分に効果があるか疑問です。届

いた商品は未開封で、申し込みから 5日しか経っ
ていません。返品できますか。

テレビショッピングは、家にいながら電話
やインターネットで簡単に申し込みができ

大変便利なものです。
　しかし、実際に届いた商品が番組の印象と違っ
たり、番組で紹介された体験談と同等の効果が得
られないことなどから、返品をめぐるトラブルが
多く見られます。
　こうしたテレビショッピングやインターネット
ショッピングなどの通信販売には、訪問販売など
にあるクーリング・オフ制度は適用されません。
返品の可否は販売事業者の判断になります。
　したがって通信販売での購入の申し込みは、慎
重に行うことが大切です。番組からの印象だけで
購入を決めず、事前に商品の使い方や使用上の制
限などをよく確認しましょう。返品の条件なども
確認が必要です。確認した内容や申込内容、連絡
先は控えておきましょう。
　いずれにしても、自分にとって本当に必要なも
のか、よく考えて申し込みをすることが大切です。

テレビショッピングに関するトラブル
月／日 曜 当　番　医 電話番号

４／５ 日
木村クリニック 32-0008

岡田病院 23-0033

４／ 12 日
斉藤医院 22-0826

斎木病院 26-1211

４／ 19 日
岡田クリニック 22-2717

長門総合病院 22-2220

４／ 26 日
しみず循環器科内科医院 22-2205

岡田病院 23-0033

４／ 29 水
半田内科クリニック 23-3030

斎木病院 26-1211

５／３ 日
吉村内科 22-3322

長門総合病院 22-2220

５／４ 月
戸嶋医院 34-0003

岡田病院 23-0033

休日当番医

水道修繕当番店
地　区 公　道　部 邸　内　部

長門地区 ㈲天満水道
℡ 26-0024

㈲長門プロパン
℡ 22-0806

三隅地区 田村建材㈱
℡ 23-0514

田村建材㈱
℡ 23-0514

日置地区 ㈱清和
℡ 37-2266

㈲安田建材
℡ 32-1217

油谷地区 ㈲キハラ
℡ 34-0018

㈲キハラ
℡ 34-0018

長門市食生活改善推進協議会

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

■食事バランスガイド

１ 水
●心配ごと相談／長門市地域福祉センター／９時～12時
●交通事故相談／市役所会議室／10時30分～15時

２ 木
●街頭献血／ウェーブ／10時～12時、13時15分～16時

３ 金

４ 土

５ 日
●長門市長選挙・長門市議会議員一般選挙告示
●湯本温泉まつり／深川湯本河川公園／９時～

６ 月
●街頭献血／三隅保健センター10時～12時、JA長門大津本所13時15分～16時
●行政相談／日置地域福祉センター／９時～12時

７ 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／有料予約（℡0838-24-0500）／13時～17時

８ 水
●市内小・中学校入学式（深川小除く）
●心配ごと相談／長門市地域福祉センター／９時～12時　●交通事故相談／市役所会議室／10時～15時

９ 木
●入学式（深川小）
●社会保険年金相談・申請／市役所会議室／10時～16時

10 金

11 土
●和紙人形展－近松人形の花形たち－／ルネッサながと／５月６日まで

12 日
●長門市長選挙・長門市議会議員一般選挙投票日

13 月

14 火
●行政相談／油谷中央公民館／10時～12時　●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時
●法律相談／長門市地域福祉センター／有料予約（℡0838-24-0500）／13時～17時

15 水
●社会保険年金相談・申請／油谷支所／10時～16時　●人権・行政相談／本庁市民相談室／10時～12時
●心配ごと相談／長門市地域福祉センター／９時～12時　●交通事故相談／市役所会議室／10時～15時

16 木

17 金

18 土
●俵山温泉祭り／俵山温泉街

19 日
●爆笑スーパーライブinルネッサながと2009／ルネッサながと／12時～、15時～
●俵山温泉祭り／俵山温泉街

20 月

21 火
●心の健康相談／長門健康福祉センター／13時～14時
●法律相談／長門市地域福祉センター／有料予約（℡0838-24-0500）／13時～17時

22 水
●無料法律相談／本庁市民相談室／10時～12時　●心配ごと相談／長門市地域福祉センター／９時～12時
●交通事故相談／市役所会議室／10時～15時

23 木
●社会保険年金相談・申請／市役所会議室／10時～16時

24 金

25 土
●長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／９時～

26 日
●健康づくり歩け歩け大会／８時30分日置農村環境改善センター集合
●長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／９時～

27 月

28 火
●水森かおりコンサート／ルネッサながと／14時30分～、18時～
●法律相談／長門市地域福祉センター／有料予約（℡0838-24-0500）／13時～17時

29 水
「昭和の日」
●清風剣道大会／三隅中体育館／９時～　●清風柔道大会／ながと総合体育館／９時～

30 木
●心配ごと相談／長門市地域福祉センター／９時～12時

４ 月のカレンダー 2009 April 4

●イベント　●相談・健診

Ｑ

Ａ

問い合わせ　企画政策課市民活動推進室　℡ 23-1115
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3
月
22
日
（日）
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
で

第
2
回
こ
ど
も
文
化
交
流
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
文

化
交
流
の
場
に
し
よ
う
と
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
市
内
6

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
出
演
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
熱
演
に
会
場
か
ら
は

惜
し
み
な
い
拍
手
や
声
援
が
贈
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
出
演
者

全
員
で
こ
ど
も
文
化
交
流
祭
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
と
も
だ
ち
の
う
た
」
を
合
唱

し
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

表
紙
の
説
明

第
２
回
こ
ど
も
文
化
交
流
祭

元
気
を
あ
り
が
と
う

編
集
後
記

　

突
然
で
す
が
、
今
号
か
ら
紙
面
を

模
様
替
え
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
い

た
紙
面
も
新
長
門
市
誕
生
後
に
発
行

し
た
第
1
号
か
ら
４
年
が
経
過
。
係

内
で
ち
ょ
っ
と
雰
囲
気
を
変
え
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
全
面
刷
新

を
決
行
し
ま
し
た
。
今
ま
で
よ
り
文

字
を
一
回
り
大
き
く
、
行
と
行
の
間

も
少
し
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
同
様
、
読
み
や
す
さ
を
第
一
に

考
え
て
変
え
て
み
ま
し
た
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

　

な
お
、
15
日
号
の
「
お
知
ら
せ
版
」

は
、
経
費
節
減
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
表
紙
か
ら
お
知
ら

せ
を
掲
載
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
み
）

■ 発行　長門市役所　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339-2　TEL0837-22-2111（代）
■ 編集　企画総務部秘書広報課広報広聴係　TEL 0837-23-1117　FAX 0837-22-5358
URL:http://www.city.nagato.yamaguchi.jp　E-Mail:koho@city.nagato.yamaguchi.jp

ハナニラ／油谷伊上

季節の写真

障　

子 

金
子
み
す
ゞ

『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

お
部
屋
の
障
子
は
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
。

し
ろ
い
き
れ
い
な
石
づ
く
り
、

空
ま
で
届
く
十
二
階
、

お
部
屋
の
か
ず
は
、
四
十
八
。

一
つ
の
部
屋
に
蝿
が
ゐ
て
、

あ
と
の
お
部
屋
は
み
ん
な
空か
ら

。

四
十
七
間ま

の
部
屋
部
屋
へ
、

誰
が
は
い
つ
て
く
る
の
や
ら
。

ひ
と
つ
ひ
ら
い
た
あ
の
窓
を
、

ど
ん
な
子
供
が
の
ぞ
く
や
ら
。

　
　

窓
は
い
つ
だ
か
、
す
ね
た
と
き
、

　
　

指
で
わ
た
し
が
あ
け
た
窓
。

ひ
と
り
日
永
に
な
が
め
て
り
や
、

そ
こ
か
ら
み
え
る
青
空
が
、

ち
ら
り
と
影
に
な
り
ま
し
た
。
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